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に の電池を入れ、電
池ホルダーを閉じます。

補聴器と を耳に装着します。

補聴器と を耳に装着した段
階で、通信が開始されます（自動送信オン
の時）。
指で のマイク部分を軽く触っ
て『ガサガサ』という音が補聴器から聞こえてく
るか、確認してください。

聞こえたら、そのままご使用ください。

使用しないときは、電池ホルダーを開け、電
源を切ります。

から電池を外して、補聴器
と一緒に乾燥ケースで保管してください。

には、電池アラームはあり
ません。 のマイク部を軽く
触って『ガサガサ』という音が聞こえてこないとき、
または、補聴器の電池交換時に一緒に交換
してください。

で拾った音を聞こえる側の耳に装用した補聴器へワイヤレスで転送します。

音が聞こえてこない場合は、
のプログラムボタンを押してください。
補聴器から『ポーン』という通信開始のお知ら
せ音が聞こえてきます｡（お知らせ音設定時）
再度マイク部分を軽く触って補聴器から音が
聞こえてくるか確認してください。

のプログラムボタンを押す
ことで 通信の開始と停止が行えます。

の概要・各部名称

（送信器）

補聴器
（受信器）

聞こえにくい側 聞こえる側

プログラムボタン
（通信オン/オフ）

ボリューム
コントロール

マイク部分

の モデルでは音量調節が
できます。

ボリュームコントロールの上側を押すと、音量
が段階的に上がります。下側を押すと、音量
が段階的に下がります。
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の使用方法

の使い方



① と補聴器が通信中は、
補聴器のプログラムは切り替えられません。

補聴器

② を使わない時は、補聴器
の他のプログラムがお使いいただけます。

補聴器

他のプログラム
へ切り替え可

停止中

からの送信が始まると補聴
器は「マスター」または「万能」プログラムの音に
切り替わります。

補聴器

「マスター」または「万
能」に切り替わる

送信開始

① からの送信が止まると、
番目のプログラムに戻ります。

補聴器

通信終了後、1番
目のプログラムへ

通信終了

② と通信中は、 機器
の使用はできません。 ×

補聴器

通信中

で通信中に、補聴器側のボリュームコントロールを操作すると?

● 設定時 : 側の音のみ大きく、または小さくなります。

● 設定時: 側の音だけでなく、補聴器側のマイク入力音も大きく、または小さくなります。

からの送信が始まると『ポー
ン』という通信開始のお知らせ音が鳴ります
（お知らせ音設定時）。

補聴器

ポーン♪送信開始

※ 周囲の電波環境により、 からの音が途切れることもあります。

通信中 他のプログラム
へ切り替え不可

と補聴器の通信について


